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 本報告では、看護学生が地域で生活する健康障害をもつ子どもへの生活支援について学習できる実習方法の示唆を得ることを
目的に、病棟実習後に保育園実習を実施した 4 年生 95 名のレポートを、質的帰納的に分析した。その結果、地域で生活する健康
障害をもつ子どもに関する学生の学びは、保育園における健康障害をもつ子どもと家族の生活支援の実際、病院における健康障
害をもつ子どもと家族の生活支援の重要性に分けられた。保育園における健康障害をもつ子どもと家族の生活支援の実際では、
【健康障害をもつ子どもを守る体制づくり】【個別対応しながら集団生活を支えることの重要性】【健康障害をもつ子どもと親への包括
的・継続的支援】、病院における健康障害をもつ子どもと家族の生活支援の重要性では、【入院が子どもに与える影響の大きさの再
認識】【退院後の子どもと家族の生活を見据えた看護の重要性】の学びがあった。病棟実習後に行う保育園実習では、健康障害が
ある子どもの入院前や退院後の地域での生活にまで目を向けた看護の重要性を学べることが明らかになった。保育園実習では健
康障害をもつ子どもが必ずしも在園しているとは限らないため、学生の学習をさらに深めていくためには病棟や保育園だけでなく、
特別支援学校や障害児施設といった施設も実習に取り入れることや、学生が体験や学びを共有する場が必要であることの必要性
が示唆された。 
 
Ⅰ. 緒言 
 
小児看護学実習では、学生は疾患や障害に対する援助だ
けではなく、子どもの成長発達を理解したうえで促す援助を習
得することが必要である。そのため、教育機関の 8 割以上が、
病棟実習とは別に、保育園実習を取り入れている（飯村ら，
2001）。本学においても保育園実習を実施しており、より効果
的な実習の教育方法について検討し、学生の学習効果を高め
ていくことが重要な課題となっている。 
近年、医療の進歩に伴い小児慢性特定疾患での死亡率は
著しく減少しており（水口，2016）、保育園では、8 割以上のクラ
スで慢性疾患をもつ子どもが過ごしていると報告されている（片
山，2010）。また、発達障害をはじめとした障害児も増加傾向で
ある（厚生労働省，2015）。このように、健康障害をもちながら生
活する子どもが増えている現代において、保育園実習は、健
康な子どもの日常生活の理解だけではなく、健康障害をもつ
子どもたちの地域における生活を学べる機会となる。また、在
宅への移行が推進されている社会情勢において、保育園実習
はあらゆる健康レベルにある子どもを統合的に捉えることので
きる貴重な場となる。 
保育園実習では、実習目的として学生の子ども観の形成や
成長発達の理解に重点を置き、病棟実習より前に行うことが多
い。しかし、この場合、学生は病棟実習を行う前なので疾患を
もつ子どもの状況や必要な援助をイメージしにくく、保育園実
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習のなかで健康障害をもちながら地域で生活している子どもの
理解まで深めることは難しい。また、先行研究において、実習
の順序性は、学生の子どもの理解に影響しないとの報告があ
る（岸川ら，2000）。 
本学では 2016 年より、健康障害をもちながら地域で生活す
る子どもへの疾患特性や個別性に配慮した援助を学ぶことを
実習目標に追加し、保育園実習を病棟実習後に実施するよう
に変更している。そこで本調査では、看護学生が地域で生活
する健康障害をもつ子どもの生活支援についてどのような学習
が出来たのかを明らかにし、小児看護学実習の方法の示唆を
得るために、保育園実習での学生の学びのレポートを、健康
障害をもつ子どもが地域で生活するための支援の学びに焦点
をあて分析し、実習方法について評価・検討していく。 
 
Ⅱ．方法 
 
1．小児看護学実習の実習内容 
 本学では、小児看護学実習を病棟実習と保育園実習の 2 つ
の実習で構成している。実習時期に関しては、病棟・保育園実
習ともに 4年生の前期に設けているが、病棟実習を先に実施し、
保育園実習は成人看護学・母性看護学・老年看護学・精神看
護学の全実習終了後に実施している。本学の小児看護学実
習の概要を図 1 に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実 習 内 容 
【実習目標】 
1．疾病あるいは障害をもつ子どもとその家族とのコミュニケ-ションの重要性 
を理解し、個別性、価値観を尊重した関係性を築くことができる。 
2．子どもの成長・発達、健康状態、及び家族の状態、反応等について総合的
にアセスメントし、子どもとその家族のニーズを明らかにすることができる。 
3．健康障害のある子どもとその家族のニーズに応じた看護援助の実際に 
ついて学ぶ。 
4．チームメンバーの一員としての責任を果たすとともに、チームにおける 
看護師の役割と連携について理解することができる。 
病棟実習 （ 6 0 時間 ） 
保育園実習 （ 3 0 時間 ） 
小児看護学実習 （ 9 0 時間 ） 
小 児 看 護 学 実 習 の ま と め 
【実習目標】 
1．乳幼児の成長・発達とコミュニケーションの特徴を理解し、乳幼児との 
関係を構築する方法を学ぶ。 
2．乳幼児の成長・発達および基本的生活習慣の特徴を理解し、生活習慣 
の確立や健康管理に向けた援助を学ぶ。 
3．乳幼児の生活環境の実際を知り、成長・発達および安全を保障するため
の環境のあり方について考察できる。 
4．健康障害をもちながら地域で生活する子どもへの、疾患や個別性に配慮
した援助を学ぶ。 
実 習 内 容 
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【実習目的】 
さまざまな発達段階や健康レベルに応じた子どもとその家族に対する
個別的な看護の基本的能力を養う。 
図１ 小児看護学実習の概要 
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1） 病棟実習 
病棟実習は実質 7 日間で、小児病棟にて臨地実習を行って
いる。学生は、原則 1人の患児を受け持ち、その患児を中心に
疾病や看護についての学びを深めている。病棟実習の最終日
には、学生が実習中に捉えた患児と家族、及びそのアセスメン
トに基づき実践した看護について発表し、臨床指導者からアド
バイスを受けている。記録物は、「行動計画と振り返り」、「看護
過程」、「看護実践」を使用し、実習評価の対象となっている。 
2） 保育園実習 
保育園実習は実質 3 日間で、学内にて子どもの成長発達と
日常生活行動の獲得に向けた援助に関する課題学習を行い、
その後に保育園にて臨地実習を行っている。臨地実習は 15
施設の認可保育園にて発達段階に分かれ実施している。学生
は保育園での保育活動に参加し、子どもと直接的に関わり、保
育士の子どもへの援助を知ることで、子どもの成長発達の特徴
や日常生活行動などの理解を深めている。臨地実習終了後に
は、帰校日を設け、保育園での体験や学びをグループワーク
やディスカッションといった学習方法を用い共有している。記録
物は、「振り返り」、「実習目標に沿った学びについての考察」
であり、実習評価の対象となっている。 
3） 小児看護学実習のまとめ 
 小児看護学実習全体のまとめとして、保育園実習後に学内
にて子どもが育つ環境をテーマにグループディスカッションを
実施している。 
2．データ収集方法 
 本研究は、保育園実習後に提出される「実習目標に沿った
学びについての考察」のレポートを分析対象とした。保育園実
習のオリエンテーションの際に、学生に本研究への協力を依頼
し、同意しない場合にはレポートの所定の箇所に鉛筆で印を
記載するよう説明した。レポートの回収は、実習評価者以外の
者に依頼し実施した。実習評価者以外の者が、同意の得られ
たレポートを識別し、そのレポートのみ氏名を切り離し分析用と
して複写した。同意の得られなかったレポートに関しては、鉛
筆の印を消すことで、実習評価者が辞退した者を特定できな
いようにした。 
3．分析方法 
 本研究では、保育園実習を病棟実習後に実施する教育方法
において、健康障害をもつ子どもが地域で生活するための支
援について、学生がどのような学びが得られているかを分析し
た。学生のレポートのなかで、地域で生活する健康障害をもつ
子どもの生活支援について記載があった文章を、文脈単位で
1 単位とし抽出した。次に、1 単位ごとに意味内容を表すコード
名をつけ、類似性を考慮した上でサブカテゴリー、カテゴリー
化した。分析の過程においては、小児看護学領域を専門とす
る研究者間での解釈が安定するまで検討を行った。また、健康
障害をもつ子どもの生活支援についてどれぐらいの学生が学
べていたか把握するため、抽出カテゴリーの記載があった学生
の実数を算出した。 
4．倫理的配慮 
倫理的配慮として、保育園実習のオリエンテーションの際に
対象となる学生に対し、本調査の目的及び方法、参加は自由
であること、辞退しても不利益が生じないこと、匿名性を守るこ
と、本調査の結果の掲載について、文書と口頭で説明した。な
お、研究責任者より本調査の掲載予定日を伝え、掲載日まで
であればいつでも参加を撤回できることを説明した。また、本調
査への協力を辞退しても実習評価に影響しないこと、辞退者が
特定されないことは強調し説明を行った。 
 
Ⅲ．結果 
 
 対象となった 4 年生 95 名から同意が得られた（回収率
100％)。健康障害をもつ子どもが地域で生活するための支
援を視点に学びを抽出したところ、77名（81.0％）がこの
学びについて記載していた。次に学びの内容に着目し分析
した結果、学生の学びは保育園における健康障害をもつ子
どもと家族の生活支援と、病院における健康障害をもつ子
どもと家族の生活支援の重要性に分けることができた（表 
１）。これら学生の学びを構成しているカテゴリ 【ー  】
について、サブカテゴリー［  ］を用い説明していく。 
1．保育園における健康障害をもつ子どもと家族の生活支
援の実際 
 保育園における健康障害をもつ子どもと家族の生活支
援の実際については 50 名が記載しており、3 カテゴリー、
16サブカテゴリー、130コードが抽出された。カテゴリー
の【健康障害をもつ子どもを守る体制づくり】は 35名、【個
別対応しながら集団生活を支えることの重要性】は 21名、
【健康障害をもつ子どもと親への包括的・継続的支援】は
11名の学生が学びを記載していた。 
1）【健康障害をもつ子どもを守る体制づくり】 
 学生は、保育園実習での体験や保育士の指導から、食物
アレルギーをもつ子どもに［アレルゲンを近づけない環境
づくり］や、［熱性けいれんをもつ子どもの熱をこまめに
測定している］こと、発達障害をもつ子どもには［保育士
が側に付き添い支援している］など、保育園では保育士が
疾患の特徴を捉え援助を実施していることを学んでいた。
そのため、健康障害をもつ子どもには、担当保育士一人が
対応するのではなく、アレルゲンや医療的ケアを［複数人
のスタッフで入念に確認している］ことや、園児たちにも
なぜアレルゲンをその子に近づけてはいけないのかを説
明し［本人や他の園児の協力を得ている］こと、［親や保
育士同士の連携により子どもの些細な変化を見逃さない］
といった、保育園における子どもが安全に過ごすための連
携を学んでいた。また、［保育園に看護師がいることが子
どもと家族の安心につながる］といった保育園看護師なら 
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ではの役割を学ぶことができていた。一方で、保育園では
クラスの中で吸引などのケアを行わなければいけない場
面もあるといった、健康障害をもつ子どもの［多様なニー
ズに対応する難しさ］も抱えているなど、保育園特有の安
全体制づくりや課題について理解を深めていた。 
2）【個別対応しながら集団生活を支えることの重要性】 
 健康障害をもつ子どもの保育園での生活においては、病
気や障害により刺激に弱い幼児に対しては視覚的な刺激
を減らす空間を作ってあげるなど［集団生活を強要せずに
その子に適した環境を整えている］ことを学んでいた。ま
た、発達に遅れがある子どもには個別的なカリキュラムを
設定するといった［その子の疾患や成長スピードに合わせ
た発達を促す支援］について学ぶことができていた。しか
し、個別的な支援を重視するだけでなく、保育園では友達
と遊んだり学んだりするなど子どもらしい体験ができ、
［他の園児と共に過ごすことで健康障害をもつ子どもの
生活が豊かになる］といった保育園での集団生活の重要性
にも気づくことができていた。また、保育園での生活は、
表 1病棟実習後の保育園実習における健康障害をもつ子どもの支援に関する学生の学び 
(ｎ=77) 
分類 
（記載人数） 
カテゴリー（記載人数） サブカテゴリー 
保
育
園
に
お
け
る
健
康
障
害
を
も
つ
子
ど
も
と
家
族
の 
生
活
支
援
の
実
際
（50） 
健康障害をもつ子どもを守る 
体制づくり（35） 
アレルゲンを近づけない環境づくり 
熱性けいれんをもつ子どもの熱をこまめに測定している 
保育士が側に付き添い支援している 
複数人のスタッフで入念に確認している 
本人や他の園児の協力を得ている 
親や保育士同士の連携により子どもの些細な変化を見逃さない 
保育園に看護師がいることが子どもと家族の安心につながる 
多様なニーズに対応する難しさ 
個別対応しながら集団生活を 
支えることの重要性（21） 
集団生活を強要せずその子に適した環境を整えている 
その子の疾患や成長スピードに合わせた発達を促す支援 
他の園児と共に過ごすことで健康障害をもつ子どもの生活が豊かになる 
健康障害をもつ子どもとの関わりは他の園児の成長につながる 
健康障害をもつ子どもと親への 
包括的・縦断的支援（11） 
子どもの発達に遅れがある親への気遣い 
発達障害がある子どもを家族や保育園だけで抱え込まない 
発達障害をもつ子どもの親に対する育児支援 
発達障害をもつ子どもの進路支援 
病
院
に
お
け
る
健
康
障
害
を
も
つ
子
ど
も
と
家
族
の
生
活
支
援
の
重
要
性
（34） 
入院が子どもに与える影響の 
大きさの再認識（20） 
入院生活は遊びの制限が多いと気付く 
入院が与えるストレスの大きさに気付く 
入院による制限が子どもの成長発達に影響している 
入院環境では他児との関わりが少ない 
入院生活では社会性を育むことが難しい 
退院後の子どもと家族の生活を 
見据えた看護の重要性（26） 
子どもの成長に合わせた支援 
子ども自ら行うことで日常生活行動の獲得を促す 
看護師には子どもの成長発達を促す責任がある 
入院中も退院後の生活に近い環境が必要 
親や保育士、保健師と連携し地域で生活する準備を整える必要 
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健康障害をもつ子どもにだけ重要なのではなく、［健康障
害をもつ子どもとの関わりは他の園児の成長につながる］
ことも学ぶことができていた。 
3）【健康障害をもつ子どもと親への包括的・継続的支援】 
 学生は、保育士が子どもの発達の遅れについて親が気づ
けるよう援助し、家族が SOSを出してきた時点で初めて他
機関を紹介するといった［子どもの発達に遅れがある親へ
の気遣い］をしながら、［発達障害がある子どもを家族や
保育園だけで抱え込まない］ように地域の医療機関や保健
師に繋いでいることを学んでいた。また、親の発言や気づ
きを大切にしながらサポートの方法を伝えるといった［発
達障害をもつ子どもの親に対する育児支援］や、安心して
次のステップに進むことができるよう保育園と学校とが
連携するといった［発達障害をもつ子どもの進路支援］を
学ぶことができていた。 
2．病院における健康障害をもつ子どもと家族の生活支援
の重要性 
 病院における健康障害をもつ子どもと家族の生活支援
の重要性については 34 名が記載しており、2 カテゴリー、
10 サブカテゴリー、78 コードが抽出された。カテゴリー
の【入院が子どもに与える影響の大きさの再認識】20 名、
【退院後の子どもと家族の生活を見据えた看護の重要性】
26名の学生が学びを記載していた。 
1）【入院が子どもに与える影響の大きさの再認識】 
 学生は地域でのびのび生活する子どもの姿を知ること
で、子どもが入院すると［入院生活は遊びの制限が多いと
気付く］、［入院が与えるストレスの大きさに気付く］と、
子どもに与える影響を再認識していた。地域で生活する子
どもと入院児を比較し、成長発達は行動範囲や活動制限に
より阻害されてしまうことが分かったとの記載があり、
［入院による制限が成長発達に影響している］ことを学ん
でいた。また、同年齢の子どもとの交流において［入院環
境では他児との関わりが少ない］、［入院生活では社会性を
育むことが難しい］と、地域で生活している子どもが入院
したときの子どもへの影響を具体的に示していた。 
2）【退院後の子どもと家族の生活を見据えた看護の重要
性】 
 学生は、保育園での子どもの成長発達や保育士の援助の
理解から、一人ひとりの成長のスピードは異なるため年齢
だけでは区切ることのできない［子どもの成長に合わせた
支援］や、自分でできることはなるべく自分で行う機会を
増やすといった［子ども自ら行うことで日常生活行動の獲
得を促す］こと、成長発達は病院においても重要と記載し
ており［看護師には子どもの成長を促す責任がある］こと
を感じていた。また、地域で活発に生活する子どもたちを
みることで、［入院中も退院後に近い環境が必要］である
ことや、［親や保育士、保健師と連携し地域で生活する準
備を整える必要］があるといった、患児の退院後の生活に
も視野を広げることの重要性を学ぶことができていた。 
 
Ⅳ. 考察 
 
1．病棟実習後に行う保育園実習の学び 
 今回、病棟実習後に保育園実習を行う実習方法に変更し、
地域で生活する子どもの生活支援について学生の学びを分析
したところ、8割以上の学生が保育園実習のなかで健康障害を
もつ子どもと家族の生活支援について学ぶことができていた。
学生のレポートでは、食物アレルギーや発達障害をもつ子ども
への援助に関する記載が多くみられた。保育園では食物アレ
ルギーや発達障害をもつ園児が年々増加傾向にあり（中部管
区行政評価局，2015；厚生労働省，2015）、このような園児に
対し保育園では日常的に援助が行われている。そのなかで、
学生たちは【健康障害をもつ子どもを守る体制づくり】や【個別
対応しながら集団生活を支えることの重要性】、【健康障害をも
つ子どもと親への包括的・継続的支援】といった保育園での援
助を学ぶことができていた。現在の社会状況を反映する保育
園で健康障害をもつ子どもの実際の生活を具体的に理解する
ことは、地域住民の健康を支える看護師にとって重要な学びに
なると考える。 
学生は保育園の健康障害をもつ子どもの個別的なカリキュ
ラムや友達と一緒に遊んでいる様子をみることで、【個別対応し
ながら集団生活を支えることの重要性】を理解し、さらに入院し
ている環境では、保育園で生活している子どもに比べ同年齢
の児との関わりが少ないと感じ【入院が子どもに与える影響の
大きさの再認識】をしていた。これらから学生は、保育園におけ
る健康障害をもつ子どもの生活と支援の理解を、病院での看
護と結び付け理解していたと考える。吉田ら（2016）は、小児看
護学実習のなかで、この「病院は非日常」である感覚を養う必
要性があることを述べている。この感覚を養うことで、看護師は
子どもの入院前後の生活も想像することができ、子どもの入院
環境や退院に向けての指導・調整の質の向上にもつながって
いくからである。実際に、本研究でも学生は、入院中も退院後
に近い環境を提供することや、退院に向けて親や保育士、保
健師と連携し地域で生活する準備を整えるといった【退院後の
子どもと家族の生活を見据えた看護の重要性】まで学びを深
めることができていた。これから、病棟実習後に保育園実習を
行う順序変更により「病院は非日常」である感覚を養えることが
示唆された。近年、入院期間の短縮化は進んでいるが（厚生
労働省，2014）、病棟実習では退院間近である患児を受け持
つことが少なく、子どもの退院指導までを体験できる学生は少
ない。病棟実習後に保育園実習を行うことで、健康障害がある
子どもの入院前や退院後の生活にまで目を向けた看護の重要
性の学びを補えることが明らかになった。 
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2．健康障害をもち地域で生活する子どもの理解を進める実習
の工夫 
レポートを分析した結果、各カテゴリーに示された学びを得
た学生数から、学生によって学習内容が様々であった。これは、
臨地実習を行った保育園や配置クラスの年齢によって体験で
きることが違い、学生によって学習できた内容が異なっていた
ためといえる。この学習内容の相違を学習の幅として活用する
ことが、小児看護学実習の学習効果を高めていくうえで重要と
考える。小児看護学実習は実習時間 90 時間であり、一人の学
生が体験できることが限られている。だが、各々が体験した学
びを複数人で共有することで、お互いの学習内容が補われ、さ
らに疑似体験という形で学びが何倍も得られると考えられるか
らである。小野ら（2010）の研究においても、施設間の実習体
験を共有することで、学生の実習体験の格差を是正し理解を
深めることが示されている。健康障害をもつ子どもが必ずしも在
園しているとは限らない保育園実習においては、実習グルー
プワークなどで共有する場で学びを統合する意識づけを行うこ
とにより、学生の健康障害をもつ子どもの理解を進める上で必
要になることが示唆された。 
また、今回の学生の学びでは、地域で生活している子どもと
入院中の子どもの生活を比較しながら【入院が子どもに与える
影響の大きさの再認識】や【退院後の子どもと家族の生活を見
据えた看護の重要性】といった学びが得られており、保育園実
習ではこれらの学びを通して、地域で生活する健康障害をも
つ乳幼児への理解を深められることがわかった。しかし、小児
看護において、乳幼児期だけでなく健康障害をもつ子どもの
学童期や思春期における地域での生活を学ぶことも重要であ
る。先行研究では、小児看護学実習に特別支援学校や障害
児施設への実習を取り入れ、障害児の生活環境の理解につな
がることも明らかとなっている（岡田ら，2014；藤原ら，2015）。本
学の小児看護学実習にでも、特別支援学校や障害児施設な
どの施設を実習に取り入れることで、乳幼児期以降の子どもの   
生活も想像できるようになると考える。 
以上より、本報告から小児看護学実習では臨地実習後に学
生同士で学びを共有することで、保育園実習で得られた継続
支援や退院支援の学びをより深めていけることが示唆された。
また、本研究の学生の学びの幅を踏まえ、さらに学生の学習を
深めていくためには実習施設を病棟や保育園だけでなく、特
別支援学校や障害児施設といった施設も取り入れて行くことの
必要性も示唆された。 
 
Ⅴ.結論 
 
1．病棟実習後に保育園実習を行うことで、【健康障害をもつ子
どもを守る体制づくり】、【個別対応しながら集団生活を支え
ることの重要性】、【健康障害をもつ子どもと親への包括的・
継続的支援】を学べることが明らかになった。 
2．病棟実習後に保育園実習を行うことで、地域で生活してい
る子どもの【入院が子どもに与える影響の大きさの再認識】を
し、【退院後の子どもと家族の生活を見据えた看護の重要性】
を学べることが明らかになった。 
3．健康障害をもつ子どもが必ずしも在園しているとは限らない
保育園実習においては、学生たちが体験や学びを共有する
場が必要になることが示唆された。 
4．健康障害をもち地域で生活する子どもの乳幼児期以降の
生活の理解を得るためには、実習施設を病棟や保育園だけ
でなく、特別支援学校や障害児施設などの施設を実習に取
り入れる必要性が示唆された。 
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